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　本書は，目本 の IT 関連産業が第二 次大戦後 に経

験 し た成長と 1990年代以 降に直面 し た 危機 の 様相

を，歴 史的 か つ 政 治経済的 に分 析 した もの で あ る 。

著者 は 前著 ComPuters　lnc．’ノaPan　

’
s　challenge 　to　IBM

（Cambridge，　Mass．：Harvard　University　Press
，
1989）

に お い て ，日本の コ ン ピ ュ
ータ産業の 躍進をい ち早

く海外 に 紹介 し，その 要因 を分析 して 見せ た。今回

は，そ の 分析対象を，電気通信，コ ン ピュ
ータ，ソ

フ ト ウ ェ ア ，半導体 の 4 つ の IT 関 連 産 業 に 広 げ ，

か つ 戦後の 成長か ら 1990 年代以 降の 停滞 ま で の 時

代を視 野 に 入れ て ，その 成長 と停滞の メ カニ ズ ム を

分析 し て い る。

　さて，本書の 構成を示すと ， 次の 通 りで あ る 。

　1．The 　dynarnics　of 　communitarian 　capitalism

　 2．Norm9．　 and 　institutions

　3，Telephone 　titan

　 4．Telecommunications ：（）bsolete　institutions

　5，Computers：cooperation 　or 　competition ？

　6．Software：prograrnmed 　for　failure

　7．Semiconducters：丘℃ m 　boom 　to　bust

　8．Crisis　i正l　communitarian 　capitalism

　 こ の うち ， 第 1章 ， 第 2 章 が 本書 の 導人部分で あ

り，第 3 章か ら第7 章ま で が 個別産業 の 分析，第 8

章が ま と め と な っ て い る 。 以 下 ，内容 を 紹介 し よ

う。

　第 1 章で は，本書の 分析概 念，枠組 み が 説明 さ れ

て い る 。 本書 の キー・コ ン セ プ トは 副 題 に あ る よ う

に，「共同体資本主義」 （communitarian 　capitalism ）

で あ り，こ の 概 念 に よ り，戦 後 の H 本経済 の 発展 と

1990年代以降の 停滞 を一
貫 して 説明 で きる と し て

い る。すなわち，口本 は 英米 と は 異 な る資本主 義

（Japan
’
svariant 　of　capitalism ） で あ り，

そ れ が 共 同

体 資本主 義 で あ る，と して い る の で ある。そ して，

こ の 共 同体資本主義 の 特徴 は 3 つ あ る と して い る。

第 1 に，国 家 が 産業発展 と社会的安定性 を促進す る

た め に ， 市場 を管理す る こ と 。 第 2 に
， 民間部門で

も継 続性を重視 し，失敗を最小化す る た め に，市場

を 管 理 す る こ と で ，本 書 で は ヨ コ ナ ラ ビ 行 動

（yokonarabi　behavior） と して 表現 さ れ る 。 第 3 に，

リス クや 報酬 を分散し，個人の 失敗 を最小化 しよう

とす る
」
ド等卞義 （egalitarianism ）の 行動規範で あ

る 。

　 以 上 の 定義付 け か ら わ か る よ うに ，著者 の 議論 は

ア メ リカ の 口本研究者 に特徴 的 な 「日本異質論」 の

系譜 に ある もの で あ る。著者自身も認め て い る よう

に ， 「共同体資本 主 義」 は チ ャ
ー

マ
ーズ ・ジ ョ ン ソ

ン の 発展指向型国 家 （developmental　state） の 概念

を 含む もの で あり，そ れ を拡 張 した もの ，と して い

る 。 すなわち，それ は 国家だ けで な く，ケ イ レ ツ や

日本的雇 用慣行などの 企業制度を含み，経済発展 と

同様 に，平等主 義 な ど の 社会 目標 を 強 調す る もの と

して い る 。 こ の よ うに概念を拡張す る こ と に よ ；）　7

著 者 は 日本 の 戦 後 の 成長 と停滞 の 両局面を整合的に

説明で きる と して い る 。

　著者 に よ れ ば ，こ の 共同体資本主 義が 有効 に 作 用

す る に は ， 4 つ の 条件 が 重要 で あ っ た と し て い る 。

第 1 に，産 業が キ ャ ッ チ ・
ア ッ プ の 段階 にあ っ た こ

と，第 2 に，有利 な 国際環境，第 3 に，産 業 の 重 婆

性 に つ い て の 強い コ ン セ ン サ ス ，第 4 に，政策 や 制

度が 市場 に 適合的 で あ っ た こ とで あ る 。 具体的 に

は，技術軌道 （technological　trajectory）が 明確で ，

製品の 模倣が容易で あっ た こ と，国際金 融市場 の 影

響 か ら遮 断 さ れ た ケ イ レ ッ，メ イ ンバ ン ク 制度，社

会の 安定性 や 低 リ ス ク と引 き換え に ， 低い 報酬 を受

け 人 れ る 企 業
・
個 人 ，漸 進 的 イ ノ ベ ーシ ョ ン

（incremental　innovation） や 製造工 程 の 改 善 を 指 向

す る心 的態度，な ど で あ る 。

　そ う した 条件 が 1990 年 代 以 降，大 きく変化 した

ため，日本経済が苦境 に 陥 る こ と に な っ た，とい う

の が 本書 の 主張で ある 。すなわ ち，技術軌道 が 不明

確 に な り，ラデ ィ カ ル ・イ ノ ベ ーシ ョ ン が 重要 に な

っ た こ と，市場開放 の 圧 力や 特許訴訟 な ど，国 際環

境 が 日本 に と っ て 不 利 に なっ た こ と，技術 の 急速な

変 化 に対 応 して ， 新 た なリ ス ク ・テ イ カ
ー
が必要 に

なっ た こ と，な ど な どで あ る。

　第 2 章 で は，共同体資本 主 義 をめ ぐ る 日本 経 済 の

全体的状況 が 語 られ て い る 。 まず，共同体資本主 義

の ル ー
ツ は 第 二 次 大 戦 中 の 戦 時動員 に あ っ た と し

て ，1940 年体制説 と 同様の 議論 が 展 開 さ れ て い る 。

そ して，戦後 に 共 同体資本主 義が 発展 し，1990年

代 の 危機の 時代を迎 える まで の 過程が ，労働市場，
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資本市場，産業 政 策，横 並 び行 動 な ど の 項 目別 に 説

明 さ れ て い る。そ して ，本章 の 結論 と して ，1990

年代以 降，共同体資本主義 が 有効 で な い こ とが 明 ら

か に なる に つ れ，そ の 規範や 制度 を変革す る 動きが

起 こ っ た もの の ，そ うした 動きもまた 政府主導で 横

並 び に 行わ れ た た め，変革 の 速度は 遅 く，規範 ・
制

度を変え る とい うよ りも， そ れ ら を再定義する に と

ど まっ て い る，と して い る。

　第 3 章，第 4 章 で は，NTr （旧電電公杜〉を中心

とす る 電気通信産業が 取 り上げ ら れ て い る。まず，

NTr が 戦 前か らテ ク ノ ・ナ シ ョ ナ リズ ム を標榜 し，

推進 し て き た こ と，戦後 に は 国家予算の 5 ％ か ら

IO ％ 近 くの 建 設投 資 を 長 期 に わ た っ て 続 け，経

済 ・社会 の 安定性 に 寄与 した こ と，な どが指摘 され

て い る。そ して ，加入者引受債券 や 財政投融資など

の 制度に よ り， 国民 の 負担 で 潤 沢 な 資金 を確保 し，

膨大な設備投資 ， 研究開発投資 を行 っ て きた こ と，

そ して ，そ れ を背景 に 電電 フ ァ ミ リーを形成 し，技

術国産化 を 進め，メ
ー

カ
ー

の 技術 の 向上 に大 きく貢

献 した こ と，な どが 述 べ られて い る．続 く第 4 章で

は ，1980 年代 以 降 の 国 際 環 境 の 変化，通 信 サ ービ

ス の 多様化 に伴 い ，NTr が 民営化され，通信 市場

が 自由化 さ れ る 過程 が 詳細 に語 られ て い る。と くに

著者 は 通信市場 自由化 を め ぐる NTr と郵政省 （現

総務省）の 確執に焦点 をあて ，その 政治的な決着 の

プ ロ セ ス に ，勝者 と敗者をは っ きり決 め な い 共同体

資本主義の 特徴 を見出 して い る。

　第 5 章で は，コ ン ピ ュ
ータ産 業が 取 り上 げ ら れ て

い る。日本 で は 政府 と業界が
一
体 と な っ て ，

コ ン ピ

ュ
ータの 振興 に取 り組 み ，1960 年代 か ら 70 年代 に

急 成 長 を遂げた こ と，そ の 過 程 で は政 府 の 徹底 した

保護政策が あ り，日本電子計算機 （株） に よ る レ ン

タ ル 資金 の 支援 や ，通産省 ・電電公 社主導 の 共 同研

究 開発計画な どが 効果を発揮した こ と，な どが 述べ

られ て い る。しか し，そ うした 成功 も日本に 有利な

国 際 環 境 と予 測 可能 な技術軌道 に よ る もの で
， そ う

した 条件 の 変化 と と もに，同産業 は 困 難 に直面 す る

こ と に な っ た と して い る。そ れ が 1980 年代 の 目

立 ・IBM 事件に象徴さ れ る 米国 の 特許訴訟戦略 で

あ り， メ イ ン フ レ
ー

ム か らワ
ー

ク ス テーシ ョ ン ，パ

ソ コ ン へ の 急速な技術変化 で あ っ た。

　第 6 章 で は
，

ソ フ トウ ェ ア 産 業が 取 り上 げ られ て

い る。同産業は は じめ か らその 振興 に あ ま り成 功 し

な か っ た 点で ，他 の IT 関 連産業 とは 異 な る もの の ，

典型的 な共 同体資本 主義の 特徴 を有 して い る と して

い る。す な わ ち ，ユ ーザ ーと メ ーカ ーの 長期的関
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係 ， 大企 業指向 ・国産技術指向の 強 さ，政府 の 活発

な振 興 策，フ ァ ク トリー・
ア プ ロ ーチ に 象徴 され る

工 程管理 技術 へ の 偏 重，な ど で あ っ た 。 と りわ け ，

ハ
ー

ドウ ェ ア ・メ ーカーが ユ ーザ ーを囲い 込 もうと

したた め，ソ フ トウ ェ ア 産業が 産 業 と して ハ
ードウ

ェ ア 産業か ら独立で きず，標準化，パ ッ ケ
ー

ジ化 が

あまり進まなか っ たこ と，そ の ため に 目本 は ソ フ ト

ウ ェ ア標 準 の 主 導 権 を握 る こ とが で きず，上 述 の 米

国 の 特許訴訟戦略 に よ り大 きな痛手 を被 っ た こ と

が，印象的 に 語 ら れ て い る。ま た ， ゲ
ー

ム ・
ソ フ ト

で は 共同 体資本主義の 影響を受け なか っ た た め，例

外的 に 成功で きた こ と も指摘 され て い る。

　 第 7 章 で は
， 半導体産業 が取り上げ ら れ て い る 。

同産業で もコ ン ピ ュ
ータ と同様の ，政府 と業界 が一一

体 と な っ た 振 興 の 努力 が は か ら れ ，そ の 結 果 ，

DRAM 生産 で 大 きな成功 をお さ め ， 日本 は 同産 業

の 世界的 リ
ー

ダーとな っ た。しか し，そ の 後の 技術

条 件 の 変 化 に よ り，苦境 に 陥 る こ と に な っ た
，

と し

て い る 。 す な わ ち，ラ デ ィ カ ル な技術変化 や ソ フ ト

ウ ェ ア ，標準 の 重要性増 大 に対 応 で きず ，DRAM

か らマ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ーへ の 市場変化 に対応で き

なか っ た，とい うこ とで ある 。 そ して ，打開策 と し

て R 本 企 業が 注 冖した SOC （system 　on　a　chip ）の

研究開発 に お い て も， 通産省の 主導に よ る様 々 な共

同研 究 開発 計画が 進 め ら れ，その 対
．
応 に 依然 と して

共同体資本 主 義の 規範が 見 られ る こ とが 指摘 され て

い る 。

　第 8章 で は ， 本 書 の 結 論 が 提示 さ れ て い る 。 その

内容は第 1章，第2 章 と重複するの で，こ こ で は 繰

り返 さ ない 。 興味深 い 記述 と して ，1990年代 以 降

も例外的 に 好業績 を続けた 任 天 堂，トヨ タ な どの 日

本企業 につ い て の 分析 が あ り，それ らはい ず れ も共

同体資本主 義 の 影響が 少 なか っ た 企 業 で あ っ た と し

て い る 。

　以上，本書 の 内容 を紹介 した 。 著者 は 数多 くの 業

界
・
官界関係者 に イ ン タ ビ ュ

ーを行い
， 多 くの 日本

語文献資料を駆使 して，本書をま とめ た。そ の 論旨

は きわ め て 明 快 で あ り，一
貫 した 論理 で 戦後 の 日 本

の IT 関 連産業の 成 長 と停滞を説明す る こ とに 成功

し て い る 。

　問題点をあげれ ば ， や は り共同体資本主義 と い う

概念 の 妥当 性 で あ ろ う。資本主 義 は 多様で あ る とい

う前提 に 立 て ば，と りた て て 日本を異質な もの と し

て 扱 うこ と に意味が あ る とは 思 えな い し，そ うした

概念を多用す る こ とで ，戦後の 日本社会 を あまりに

ス テ レオ タ イプ に，予定調和的 に捉えて し まう危険
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性 が ある と思わ れ る。

　現在，日本経済 はバ ブ ル 崩壊後 の 長 期 不況 の 痛手

か ら よ うや く立 ち直 り，成長 軌道 に 乗 りつ つ あ るか

に見え るが ， あの 時代 の 停滞 は なぜ 起 こ っ た の か，

現在 日 本 の 産 業が 直面 す る 課題 は何 か などを考える

Eで も， 本書は有益な示唆 を与えて くれ る で あ ろ

う。

（Comell 　University　Press：Ithaca　and 　London，2005，

xii＋ 257pp．）

小倉欣
一

著

『ドイ ツ 中世都市の 自由 と平和

　　　フ ラ ン ク フ ル トの 歴 史か ら　』

魚 　住 　昌　良

　本書は，ドイッ／ ヨ
ー

ロ ッ パ 中世都市論 にお い て

長 い 間 学 界 の 重 要 課 題 と さ れ て きた 諸概念，諸問題

（「近代社会」 び）ル ー
ツ と措定さ れ て き た 「中世 都

市」 の 「自由」や 「自治」，市民権獲得 の 条件，ツ

ン フ ト闘争 な い し 市民闘争 と称 され る もの の 実態 な

ど……
）を本書の表題に 則 して フ ラ ン ク フ ル トを中

心 に 検討 を加 えて きた 著者 の 長年 に わ た る 研究成果

の 集大成で あ る 。

　中心 となる 本論部分は，研究対象 の 考察視点 に 応

ず る 4 部構 成 の な か に，併せ て 10 章 の モ ノ グ ラ フ

ィ
ー

を収め，その 前後 に，ドイ ツ 中世都市と フ ラ ン

ク フ ル トに 関 す る研究状況を概観す る 序論 と，本論

部分 の 総括 と な る 結論 を つ け る か た ち を と っ て い

る 。

　第 1部 「中世都市 の 自由 と平和」 は，国 王 の 証 書

や 都市証書 の 分析 を通 じて，中世都市民の 特権 で も

あ っ た 「市民 の 自由」の 具 体的内容を明示 し （第 1

章）， 市民権取得 の 条件，手続 き，市民誓約の 意義 ，

納税，軍 役 に い た る諸制度を具体的に 提示す る （第

2 章） こ とで ，中 世 都 市論の 本 質部分 に 立ちい る．

　第 H 部 「帝国の 平和 と都市の フ ェ
ーデ 」 は ， 神聖

ロ
ー

マ 帝国の 枠組 み で 都市 フ ラ ン ク フ ル トの 果た し

た 政治的役割を ， 国 モ選挙実施 の 経緯 を紹介す る と

と もに，帝国改革運 動や 公会議，帝国会議な ど帝国

国制 上 の 諸問題 に 論 及 （第 3 章 ），中 世 の 紛 争解 決

を象徴する フ ェ
ーデ の 典型例 と もな る フ ラ ン ク フ ル

トと近隣豪族 との 2 つ の フ ェ
ーデ を詳細 に 紹介する

（第 4 章） とともに，該地 の 領域政策 の 特徴 を 示 し

て
， 他都市 との 比 較研究 の 手掛 か りを 提 供 した （第

5章〉。

　 第 皿 部 「大 市 の 自由 と手 工 業
・

ユ ダ ヤ 人 問題 」

は，経済史的側面 に力点を お い た考察をま とめ て お

り，有名なフ ラ ン ク フ ル トの 「大市」の 起源と展 開

過程0）具体相を詳 し く紹介す る （第 6 章） と と も

に，中世手 工 業親方層 を 中 心 とする 「ツ ン フ ト闘

争」や 職人 た ち との 対 立状況 に も言 及 し て お り （第

7 章）， 加 えて ヨ
ー

ロ ッ パ 中世史で も欠か す こ との

で きな い ユ ダ ヤ 人 論 に も及ん で い る （第 8章）。

　第 N 部 「中 世 か ら近 世 へ 一市 民 蜂 起 と都市 の 平

和
一

」は，フ ラ ン クフ ル トの 「近世都市」 へ の 移行

過 程 を扱 う。内容 は，フ ラ ン ク フ ル ト 16 世紀 の 宗

教改革 の 経緯 （第 9 章） と 17世紀初 頭 の フ ェ ッ ヒ

ミ ル ビ 反乱 の 検討 （第 10章） で あり，い ずれ の 場

合 も市参事会 の 対応 が 主軸 と なる 。 補論 とい うか た

ちで 都市行政 に貢献し た法律顧問フ ィ ッ ヒ ャ ル トの

ノJx伝 が 加 わ る 。

　補章を 含め て 十 指 に余 る 各章 の 多 くは，それ ぞれ

が モ ノ グ ラ フ ィ
ーと して も，発表当時 の 日本の 西洋

史学界 で ，時 に 先駆的問題提起 の 役割 を果 た し，わ

が 国の ドイ ツ ／ ヨ
ー

ロ ッ パ 中世都市史研究 の 進展に

寄与 した 業績 で あ っ た。

　原史料 を よ く渉猟 し高度 に実 証 的 な論稿 が 踵 を接

す る なか，各種 の 国王 証書　　 1232年フ ラ ン ク フ

ル ト他 3都市の 代官，市民共同体宛の 国王 （ハ イ ン

リ ヒ 7世）証書 ， 1291年 フ ラ ン ク フ ル ト市参事会

と全市民 に 交付 し た皇帝 ル ドル フ 1tHtフ ォ ン ・ハ プ

ス ブ ル ク の 証書など　　や フ ラ ン ク フ ル トの 都市証

書　　 1228 年シ トー派の 修道士たちに 交付 した 証

書 と 1297 年 ヴ ァ イ ル ブ ル ク 宛 て の も の 　 さ ら に

14 世紀 の 市民登録簿 な ど を 加 え て ，中世 都 市 （民 ）

の 「自由」の 具体的内容を詳細 に 分析 した 第 1章 の

論証 は，筆者に と っ て は
， 本論中 の 白眉 と思 わ れ

た 。

　
一

次史料 に つ い て は，公 刊 の もの の ほ か，数 は少

な い が，現 地 の 文書館所収 の 未刊文書を利用 し得 た

もの も含まれ，第4 章の ク ロ ン ベ ル ク 城か らの フ ェ

ーデ通告状 （103頁，注 20）や第 3 章 の 「帝国最高

法院訴訟証書 目録』に あ る 審判記録原本 を 閲覧 （91

頁 ，注 50） さ れ て い る こ と な ど も瞠 目 に 値す る 。

なお 本書 は，試訳 とい うか た ちで ， 随所 に 関連公刊

史料 の 邦訳 を載せ て お り，私 た ちの 検討作業，とり

わ け て も，例 えば ，
ヨ
ー

ロ ッ パ 全域 を 視野 に 入 れ る

比較研究な ど に際 して 被益す る こ と大で あ り，著者

の ご 苦労を多と した い 。
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